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ライティングノートのテーマ例⑩ 

 
 
 
 
１ この活動のねらい 

実際のコミュニケーションの場面で，だれかを紹介するということは自己紹介の次によく行われま

す。ライティングノートの手軽さを利用して，２年生や３年生でも紹介する場面を作ることで，定着

に時間のかかる三単現の Sや現在完了形などを正しく使えるように関連付けて指導することをねらい

ます。また，有名人であれば，友達が書いた英文をお互いに参考にすることもできます。 

 
２ 活動例  

① 自己紹介を行う活動 

   まず動詞の形に変化のない自己紹介で慣れさせます。 
 
 
 
 
② 自己紹介を参考に，有名人を紹介する活動 

友達紹介の前にだれでも知っている有名人や身近な先生が最初に書かせるテーマとしては取り組

みやすいでしょう。できたらクイズとして友達や先生に読んでもらうのもよいでしょう。 

 
 
 
 

 
③ 一文付け加える活動 

生徒作品例のように一文付け加える活動も，まとまった英文を書かせるよい機会になります。例

えば，カツオの一日を紹介するときに，“I get to school at eight, but he is always late.”など自分
の一日と比べて書くことなどもできます。 

 
３ 生徒作品例 

作品１は，３年生で取り組んだ「サザエ

さん一家を紹介しよう」の例です。代名詞

her を加えることだけを修正して，動詞の

修正はしていません。三単現のｓは修正す

るよりも使うことで慣れていくやり方がよ

いと思われます。 

作品２は，先生の紹介例です。ライティ

ングノートをさらに半分にして，左側に紹

介文を書かせ，次の時間に，それぞれの英

文に対して一文ずつ書き加える活動に取り

組みました。 

有名人を紹介しよう 

教師の指示例 

「『好きなこと，持っているもの，スポーツ，一日の生活』などのテーマから一つ選んで

自己紹介文を書きましょう。」 

教師の指示例 

「サザエさん一家を紹介しましょう。」 

「身近な先生を紹介しましょう。」 

「カツオの一日を紹介しましょう。」 


